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ロ裡 星　　名 赤　径 赤　緯 a b 位置角 距離
一センチ 暗　　分 ●　　　！ 等 等 0 〃
一 5 牧夫　　　　巳 14　42 十27　23 2．7 5．1 33工 2．7
〃 ナリナン　　ζ 5　37 ＿1　59 2．0 4．2 156 2．5
〃 琴　　　　ε2 18　42 十39　32 5．1 5．4 117 2．3
〃 オリオン　β 5　U 一8　17 0．3 6．7 202 9．5
7 山猫　　　12 6　40 十59　315．3 6．2 108 L8
8 ぺ，レセウス85 2　4S 十52　41 7．1 7．3 304 1．6
9 牡羊　　　ε 2　55 十21　2 5．6 5・6 203 L4
〃 ナリオン　52 5　42 十6　25 6．2 6．2 207 1．5
10 ナリオン　　η 5　24 ＿2　28 3．8 4．8 80 L4
〃 白鳥　　　δ 19　43 十44　573．0 7．9 294 1．8
13 獅子　　　ω 9　21 十9　23 5．9 6．7 129 1．0
14 牧夫　　　ζ 14　38 十14　3 4．4 4．8 136 0．8
15陵　　， 8　　8 十17　53 5．6 6．3 270 0．8
20 アンドロメダY2 1　59 十41　58 5．4 6．6 109 0．6
23 北冠　　　η 15　20 十30　．33 5．6 6．1 110 0．5
　ヴィスの試験法
　有名な故ウイスの試験法は幸ひカルヅーによって嚢表された．先づ人工
星によって検査する．順序は，
L白球の反射鮎（丁丁の像ミ等しい．）
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2．黒球の反射黒占（像が場くて像の機査に都含がよい．）
3，硝子の圓柱に表はれる直線像。
4．最後に恒星によって検査する．
　以上の試験で完全であれば満足である．
　アー壕ーングの人X二重星の楡査
　英の螢業家アーヰングから筆者に示された未護表の方法である・硝子壁
の厚さ50分0）1吋（0．5」）の球を約100米遠方において六分の一丸の接眼
レンズで見る．光は硲子の表裏で反射されて強弱二個の人工二重星の像か
出承る．此れを見て槍査する．二入工星の距離は分解能力の極限に近いか
ら種々の鮎から瞼査出來，六分の一吋（4ミリ）の接眼レンズが完全に使へ
ねば良いものではない．
　癌上は巽北上の能率を見るには適當ではあるが箪に参考に止める，
完成鏡の腱置
　　焦織距離
　整形を終れば正確な焦馳距離を決定しておく必要がある．帯板の最内部
のものをξつて焦鮎を求め，同時に入工星NS小刀を鏡より正しく等距離に
置く次に巻尺或は物指しで鏡の中心より，入言訳及び小刀の中間までの距
離を測れば其の二分の一が求むる焦瓢距羅である，但し凹面鏡の焦黒占距離
は夏冬温度によって攣動ずるから一ミリまでは信頼出來ない．五ミリ乃至
一センチが實用上述當であらう．
　凹面鏡の裏面は透明がよいか，或は嬬硝子がよいが此れは明らかに製
造者の婚期によって異る．エリソンによるε裏面は透明なまΣがよい．透
明なまXである場合，鏡を二回通過して反射される光はあっても極めて微
量で殊に鍍銀時に裏面が透明なのは甚だ便利である．此れも一箇の理由で
ある叉現時の大口径鏡は裏面を磨いて鍍銀し，防温の目的に供して居る．
　裏面は光學LT面であれば最もよい．必らすしも磨かなくミも卒面に近い
もの或は極めて長4≧径の球面でもよい．板硲子の面は可なり衡L難であるか
ら，此の意味に於て同大の硝子ε播合せて李旦な面を作っておくのも有用
である．叉鏡の裏面が播台子であれば外部からの熟の侵入が播硝子で分散
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せられる事もある・事實上，素人には鏡を裏向けにして見えないε言った
人もあるので播硝子にすれば誤が起らない・
　製作後磨き直しを豫期する時は透明なまNの方がよい・筆者は自己の立
場から樗二子にして居るが播硝子を干して裏面から表面の歌態が知り得る
程度の細かな播硝子にしておきたい・（300番程度）
　鏡と署名
　封物レンズには通常金具に製作所が記名してあるが硲子には稀には特殊
な青インキで記名してある位である・英國の中古品では往々金具の記名は
其のまNでレンズの不良品ε交換されたものもあるざの事である・黒物v
ンズでは若し書くミすればレンズの周園である．
　反射鏡も綿入製作者の作ったものは通常種々な目的で署名がしてある．
凹面鏡では幸ひ裏面が此の目的に使用出戸る．署名の字饅は言ふまでもな
く他者の亭亭の出国ない種類のものである．筆者は自己の立場から番號，
製作年，焦鮎距離，硲子0）種類等を記入して居る．記號は製作した時には
不用のものであるが数＋年を経て始めて有用になるものである．
　硝子に文字を書くのは通常ダイアモンドの硝子切りを使ふ．硝子切りは
硝子を切らすに傷だけ付けるものでないミよくない．相當切れるものでは
切口から破損の心配がある．
　署名のある鏡は一般に責任のあるものε考えてよいから無暗ミ他者が修
正すべきものでない．叉署名のあるものは製作者が作業を渇けて居る間は
製作者に原因する故障が起つたり或は不完全な事が分かれば通常無料で修
正或は交換が行はれて居る位責任のあるものである．
　萱品
　6吋牛・アーウ／ング製反射望蓮鏡・接眼ソンズ五個付き，債絡約230圓・騨
戸市生田町四丁目一・七森下助次郎宛
　4吋牛　反射望遠鏡微動蓮華　プア／ンダー等完備中村鏡西村製作所マ
ウンチング・製品・アイU・一ス無し160圓・天漢肇申村要宛
　3吋オットエー望遠鏡　中古品・骨格・約200園・天丈壷中村要宛
